














野 崎 華 恵
二成分系 を高温の-様 な状腰か ら､ 相分散温度以下 に急冷す ると､
-様相 は熱力学的に不安定 とな り､ マクロに相分離 した状態 に向かっ
て ドメインの成長が始まる｡ この現象はス ピノー ダル分解､ 核生成 ･
成 長 と して古 くか ら知 られている｡ 系が流体の場合､ ドメインの成長
は流れ によってどの様な影響 を受けるであろうか｡ 互 いに混 じり合わ
ない物質 を如何に混ぜ合わせ るかということ､ また, その レオ ロジカ
ル な属性 を謝べることは､ 工業的に重要 である｡一方､ これは物性理
論 にとっても基本的な問題である｡ すなわち ドメイン存在下での レオ
ロジーの研究 は､ 流れによる伸張､ 合体､ 引きちぎれ を取 り扱わね ば
な らず､ これ までほとん ど理論的に手が付 けられていない｡ 界面 ダイ
ナ ミクスによる相分離の研究 は､ 流れのない場合, あ る程度成功 しフ
つ=あるが､ 流れがあると上に述べた特有の効果 を考慮 しなけれ ばな ら
ず､ 解 析的取扱いは格段 に難 しい｡
本研究 では､ 簡単なモデル方程式 に基づき､ 流れ存在下 での相分離
の計算機実験 を実行 した｡ 計算時間の節約のため､ 二次元系 でシ ミュ
レー シ ョンを行った｡ また､ 流体力学をまともに取 り入れ るのは多大
な時間 を必要 とす るので､ 流体 力学的効果は無祝 した｡ しか し､ 高分
子融液 では､ この効果が重要 でない場合があ り､ それ故､ 結果 は高分
子 系 に適用 できる｡
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本論文 の主 たろ 目的は､ 相分雄に流れ が どの様 な影響 を与 えるか､
成 長 しつつあ る ドメインが どの様 な変形 を受 け､Iそれ が レオ ロジーに
どの様 な影響 を与 えるか を調べ ることであ る｡ 実際の突放 では､ ドメ
イ ンの形 態変化 につ いては光 散乱による観察 が､ 粘性率については
(この実 験 はあま り多 くないが) ビスコメー ターによる測定 が行われ
てお り､ 両方 を同時 に調べ た試み はない｡ 計算機 シ ミュ レー ションの
利点 は､ ドメイン変化 とその レオ ロジーの関係 を直接 的に捉 え られ る
点 にあ る｡
本研究 では､ モデル方程式 の性格 を知 るため, まず流れがない場合
の シ ミュ レー ションを行 い､ モデル のパ ラメー タの設定 を した｡ 次に､
shear流中での一個の 下ロツプ レッ トの シ ミュ レー ションを行 った｡ そ
して､ shearrateを増加 させ た ときの ドロ ップ レッ トの引きちぎれの
梯子 を調べ た｡ また､ 引きちぎれ を起 こすshearrateの大 きさは､ 界
面 の緩和 率か ら理 論的に評価 した侶 とだいたい一致す ることを確かめ
た｡
相分離過程の シ ミュレー シ ョンでは_ 一方･の相の体積比 が0.3と0.5
の場合 を選んだ｡ 流れがない と-き､ 0.3の系 では､ ランダムな円状 ドメ
イ ンが形成 され､ 0.5の系では互 いに入 り組 ん だ複雑 な ドメイ ンとな る｡
したが って､ 流れ をかけたときの様相もず いぶん異 なる? 各 々の場合
でShearrateを変 えたときの ドメイン成 長の違 いを詳 しく調べ た｡
濃度の空間変化 の情報か ら､ 粘性率､ normalstressが求め られ る｡
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流れ をかけてか らの これ らの時間変化を追い､ 下メイ ンの_形態 との対
応 を調べ た｡ さ らに､ 粘性率 とnormalstressの時間変化 を理論 と此 戟
し､ か な りの一致 をみた｡ また､ 実 際の実験 との比較 を試 みるため､
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